
 

 

 

公共下水道管路施設の維持管理に係る 公民連携の導入に向けた 

意見交換会の結果概要を 公表し ま す 

 

本市では、こ れま で計２ 回のサウ ンディ ング型市場調査や相模原市Ｐ Ｐ Ｐ ／Ｐ Ｆ Ｉ 地域プ

ラ ッ ト フ ォ ームを通じ て民間事業者の皆様から いただいたご 意見・ ご提案を 踏ま え、老朽化

し た下水道管路施設の⾧ 寿命化を推進し 、更なる 市民サービス の向上や業務の効率化を 図る

ため、令和８ 年度から 公民連携の手法のひと つである 包括的民間委託の導入を検討し ており

ま す。  

こ の度、 民間事業者の皆様から 当該委託の内容に対する ご意見・ ご 提案をいただく ため、

意見交換会を 実施し ま し たので、 その結果を公表し ま す。  

１  実施経過  

   ９ 月１ ３ 日（ 金）         実施要領の公表 

１ ０ 月 ４ 日（ 金）         意見交換会の開催【 参加： ２ ５ 事業者】  

 １ ０ 月 ４ 日（ 金） ～１ ８ 日（ 金）  意見募集 

２  主な内容  

（ １ ） 業務内容について 

（ ２ ） 受注者の要件（ 案） について 

３  ご意見・ ご提案に対する 回答  

 別紙のと おり  

４  今後の予定  

 今回の意見交換会の結果を踏ま え、令和８ 年度から の包括的民間委託導入に向けて、引き

続き 検討を進めてま いり ま す。   

 

【 問合せ先】  

下水道保全課 

直通電話 042-707-1908 



別紙

注） ご 意見・ ご質問に対する 回答は現時点での案であり 、 入札時点で変更が生じ る 可能性があり ま す。

説明資料項目

該当ス ラ イ ド

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

16

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

16

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

16

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

各対象業務の内容

16

17

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

各対象業務の内容

16

17

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

対象施設と 委託期間

16

19

各対象業務の内容

17

各対象業務の内容

17

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

「 業務委託（ その１ ） 」 で代表企業と して応募し た事業者

が、 「 業務委託（ その２ ） 」 で構成企業（ 代表企業は別事業

者） と して応募する こ と は可能か。

可能です。

6

包括的民間委託においてス ト ッ ク マネジメ ント 計画の対象管

路の維持管理を 行う と のこ と だが、 具体的にどの管路が対象

になる のか。 ま た、 それが分かる 資料はある のか。

旧市域における 「 管き ょ （ 自然流下管） 及びマンホール（ 蓋・ 本体） 」 のう ち、

点検周期を 迎える 箇所が対象管路と なり ま すが、 詳細については、 入札公告ま で

にお示し し たいと 考えており ま す。

10

「 業務委託（ その１ ） 」 で代表企業と して応募し た事業者

が、 「 業務委託（ その２ ） 」 でも 代表企業と して応募する こ

と は可能か。

可能です。

対象区域を 「 業務委託（ その１ ） 」 及び「 業務委託（ その

２ ） 」 と ２ 分割している が、 それぞれの区域において入札を

行う のか。

お見込みのと おり です。

3

11

回答意見・ 質問№

4

「 次期計画等提案」 の具体的な業務内容は。 令和５ 年度に実

施し た第２ 回サウ ン ディ ン グ型市場調査の資料には、 具体的

な業務内容が記載さ れていたが、 変更はある のか。

「 次期計画等提案」 と して考えている 主な業務内容は次のと おり です。

→業務によ って得ら れた成果等を 整理し 、 相模原市下水道施設維持管理計画や相

模原市下水道ス ト ッ ク マネジメ ン ト 計画等の見直し に必要なデータ の収集や加

工・ 分析を 行う 。

5

「 次期計画等提案」 では、 相模原市下水道施設維持管理計画

等の見直し に必要な情報を 包括的民間委託の業務を 通じ て提

供すればいいと いう こ と か。

お見込みのと おり ですが、 詳細については、 入札公告ま でにお示し し たいと 考え

ており ま す。

2

「 住民対応受付業務」 は、 受注者が２ ４ 時間受付を する の

か。 それと も 市が受付し た業務を 受注者が引継ぎ対応する の

か、 ど ちら を想定している のか。

令和８ 年度から （ １ stス テッ プ） の包括的民間委託においては、 「 住民対応受付

業務」 は業務対象外であり 、 従来どおり 、 市が受付し た業務を受注者が引き 継ぐ

こ と を 想定しており ま す。 なお、 令和１ ２ 年度から （ ２ ndス テッ プ以降） の公

民連携においては、 「 住民対応受付業務」 を 対象業務と する かど う かも 含めて、

今後検討してま いり ま す。

7

9

1
「 相模原市下水道ス ト ッ ク マネジメ ン ト 計画」 を 公表して欲

し い（ 対象施設や業務範囲に関わる 内容を 確認し たい） 。

包括的民間委託の受注に際して必要と なる 対象施設や業務範囲に関わる 内容につ

いては、 入札公告ま でにお示し し たいと 考えており ま す。

8
清掃・ 浚渫に伴う 下水汚泥の資源利用を 要求水準に盛り 込む

考えはある か。
要求水準に盛り 込む予定はあり ま せん。

対象業務と して赤枠内に「 清掃・ 浚渫（ 緊急含む） 」 及び

「 修繕（ 緊急含む） 」 がある が、 赤枠外にも 同じ 名称の業務

がそれぞれ記載さ れている 。 こ れら の違いは何か。

対象施設の違いによ る も のです。

赤枠内の「 清掃・ 浚渫（ 緊急含む） 」 及び「 修繕（ 緊急含む） 」 は、 包括的民間

委託において維持管理を 行う （ ス ト ッ ク マネジメ ン ト 計画に基づき 点検・ 調査を

実施する ） 管路（ マンホール含む） について、 市民等から の要望、 通報や点検・

調査結果に基づき 実施する 清掃・ 浚渫や修繕を示していま す。

一方で赤枠外の同業務は、 包括的民間委託において維持管理を 行わない管路等の

清掃・ 浚渫や修繕を 示していま す。

統括管理業務を 実施する う えで現場事務所を 設ける 必要はあ

る のか。
現場事務所を設ける こ と は想定しており ま せん。



説明資料項目

該当ス ラ イ ド

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

対象区域と 業務量

18

受注者の選定方法

21

受注者の選定方法

21

受注者の選定方法

21

受注者の選定方法

21

受注者の選定方法

21

№ 意見・ 質問 回答

ご 意見等を 踏ま え、 評価項目や評価基準を 検討してま いり ま す。
技術点の評価にあたっては、 「 実績」 、 「 有資格者」 や「 施

工体制」 に重き を 置いていただき たい。
18

19 ご 意見等を 踏ま え、 評価項目や評価基準を 検討してま いり ま す。
「 業務内での創意工夫」 や「 新技術の導入」 を 評価項目と し

て検討していただき たい。

20

評価の主な視点（ 案） に「 危機管理や安全対策に関する 提

案」 と ある が、 安全対策については理解でき る も のの、 危機

管理については対象業務に含ま れない「 災害対応業務」 と 密

接な関連がある よ う に思う 。 こ の点についてどのよ う に考え

ている のか。

本委託の主たる 業務である 予防保全的維持管理は、 未然に道路陥没等を 防ぐ こ と

を 目的と しており 、 「 危機管理」 と も 密接な関係がある と 考えており ま す。

ご 意見を 踏ま え、 評価項目を検討してま いり ま す。

配置技術者等の入札参加条件を 満たせば、 同じ 団体が「 業務

委託（ その１ ） 」 及び「 業務委託（ その２ ） 」 のど ちら の入

札にも 参加する こ と ができ る のか。

同じ 団体であっても 、 入札参加条件を 満たせば、 ど ちら の入札にも 参加する こ と

ができ ま す。

ご 意見を 踏ま え、 評価値の算定方法を検討してま いり ま す。

なお総合評価一般競争入札では、 低価格での入札によ る 契約不履行リ ス ク の回避

やダンピ ング受注を 防止する ため、 調査基準価格を 設定し 、 こ れを 下回る 入札者

がいたと き は、 履行の可否について調査等を 行い、 落札者と する か否かを判断す

る 低入札価格調査を 実施し ま す。

受注者の選定方式は「 総合評価一般競争入札」 と のこ と だ

が、 低価格で入札し た者が評価さ れる こ と のないよ う な評価

値の算定を しても ら いたい。

17

16 修繕を 実施する う えで上限額の制限はある のか。

事業者Aから 事業を 受ける 場合には、 少なく と も 発注者から 承諾を 得る 必要があ

り ま す。

詳細は決ま っており ま せん。

制限設定の有無については、 今後検討してま いり ま す。

13

「 業務委託（ その１ ） 」 に２ 事業者（ 事業者Ａ 及び事業者

Ｂ ） が応募し 、 入札の結果、 事業者Ａ が受注し た場合、 失注

し た事業者Ｂ の構成企業（ 代表企業以外の企業） が事業者Ａ

の構成企業と なる こ と は可能か。 も し 可能なら 、 参加可能条

件はどのよ う なこ と を 想定している か。

構成企業は入札段階で既に決ま っている も のになる ため、 失注し た事業者Ｂ の構

成企業が事業者Ａ の構成企業と なる こ と はでき ま せん。

12

14

【 №13質問関連】 構成企業と なる こ と が不可能な場合でも 、

事業者Ａ の事業を 受ける こ と は一切不可なのか。 条件付き で

可能であれば、 どの様なス キームが考えら れる か。

21

評価の主な視点（ 案） に「 相模原市下水道施設維持管理シス

テムと の連携」 と ある が、 どの程度の業務を想定している の

か。 包括的民間委託で実施し た維持管理関係のデータ を シス

テムに入力する 作業ま でを 事業者が行う 場合、 シス テムの操

作・ 入力によ る ト ラ ブル等のリ ス ク を 考慮し 、 責任分界の在

り 方を 明確にする 必要がある と 考える 。 ま た同シス テム の開

発・ 運営を 担当している 事業者を 教えても ら いたい。

ご 認識のと おり 、 本業務では維持管理関係の結果を 「 相模原市下水道施設維持管

理シス テム 」 に入力する こ と を 想定しており ま す。

ご 意見を 踏ま え、 本市情報セキュ リ ティ と の兼ね合いや責任分界の在り 方につい

て、 今後検討してま いり たいと 考えており ま す。

ま た、 現在同シス テム は令和６ ・ ７ 年度にかけて、 シス テムの再構築・ 更新を 実

施しており 、 受注者は国際航業株式会社神奈川支店になり ま す。

15

品質の向上や受注機会の創出等の観点から 区域を ２ 分割し 発

注する 予定である と 伺っ たが、 同一の企業（ 代表企業が違っ

ても 同じ 企業構成等のＪ Ｖ ） が落札する 可能性がある こ と か

ら 、 １ 区域のみを 受注でき る 要件と しても ら えれば、 別の企

業（ Ｊ Ｖ 等） が業務を 実施する こ と で、 比較検討がし やすく

なる と 考える 。 ま た、 定期的に別エリ アの受託企業の情報交

換の場を 設け、 成功事例を 共有する こ と で相乗効果も 期待で

き る 。

入札参加条件を 満たせば、 ど ちら の入札にも 参加でき る も のと 考えており ま す。

受注要件や受注者同士の情報交換については、 引き 続き 検討してま いり ま す。



説明資料項目

該当ス ラ イ ド

受注者の選定方法

21

受注者の選定方法

公民連携導入の手法と

業務委託の概要

21

16

受注者の要件（ 案）

22

受注者の要件（ 案）

22

受注者の要件（ 案）

22

受注者の要件（ 案）

22

受注者の要件（ 案）

22

導入後の事業展開

25

導入後の事業展開

公民連携の手法と 業務

委託の概要

25

16

その他

－

№ 意見・ 質問 回答

31 イ ンフ レ ス ラ イ ド について考えている こ と はある か。

賃金や物価が変動し た場合には、 受注者が発注者へ業務委託料の変更を 請求する

こ と ができ る 対応を 考えており ま すが、 詳細については今後検討してま いり ま

す。

24

業者登録（ 業種） と して２ つの営業種目が指定さ れている

が、 こ れはＪ Ｖ の代表が満たさ なければなら ない要件なの

か。 それと も 構成する 企業のなかで満たせばよ いのか。

27

今回の入札では、 Ｊ Ｖ のよ う な複数事業者だけでなく 、 組合のよ う な単独事業者

によ る 受注も 想定していま す。 し たがって「 市内企業が１ 社以上含ま れる 」 こ と

を 要件と して考えており ま す。

Ｊ Ｖ で参加する 場合には、 「 市内企業が１ 社以上含ま れる 」

こ と が要件と なっている が、 市内企業の参加につながる よ

う 、 最低でも 「 市内企業が３ 社以上含ま れる 」 と し た方がよ

いのではないか。

30

説明資料１ ６ ページでは、 ２ ndス テッ プの想定業務に「 計

画・ 管理業務」 が含ま れていないが、 ２ ５ ページでは、 令和

８ ・ ９ 年度に管理・ 更新一体マネジメ ント 方式（ ウ ォ ータ ー

Ｐ Ｐ Ｐ レ ベル３ ． ５ ） 等の導入を 検討と ある 。

２ ndス テッ プでウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ を 導入し た場合でも 、 次期

計画等提案は民間事業者に求め、 その内容を 参考に相模原市

が維持管理計画及び改築更新計画を 策定し 、 同計画に基づく

（ 基本・ 実施） 設計及び工事を 民間事業者に行っても ら う 考

えか。

２ ndス テッ プの内容については、 １ stス テッ プの業務やご意見等を 踏ま え、 今後

検討してま いり たいと 考えており ま す。

28

「 業務委託（ その１ ） 」 及び「 業務委託（ その２ ） 」 を 同一

事業者が受託する 場合、 業者登録（ 業種） 、 配置技術者や受

注体制が重複する （ 例えば、 配置技術者が同一人物になる ）

こ と が想定さ れる が問題ないか。 問題がある 場合、 その項目

と 回避要件を教えても ら いたい。

配置技術者である 業務委託責任者の重複は認めら れま せんので、 委託ごと に異な

る 同責任者を配置していただく 必要があり ま すが、 今回お示し し た受注者の要件

（ 案） のなかでは、 その他の事項の重複は問題ない（ 同一事業者が受託する 場合

には、 重複せざる を 得ないも の） と 考えており ま す。

Ｊ Ｖ を 構成する 企業のなかで満たせばよ い要件と なり ま す。

26

配置技術者の資格要件と して、 「 公益社団法人日本下水道管

路管理業協会が認定する 「 下水道管路管理総合技士」 ま たは

「 下水道管路管理主任技士」 のいずれかを 有する こ と 」 と あ

る が、 業務内容を 考慮する と 資格範囲が限定さ れ過ぎではな

いか。 例えば「 技術士（ 下水道部門） 」 や「 下水道管路管理

専門技士（ 清掃・ 調査等） 」 を 複数取得している 場合でも 対

象外なのか。

配置技術者の資格要件については、 業務内容やご意見等を 踏ま え、 事業者の参入

につながる 要件を 検討してま いり ま す。

25

配置技術者である 業務委託責任者について、 「 １ 名配置、 専

任」 と ある が、 「 常駐」 と 記載が無いため、 専任でき れば

バッ ク オフィ ス 等での兼務も 可能と 解釈して良いか。

「 常駐」 は想定しており ま せんが、 適切な作業ができ る 体制を 確保していただく

必要があり ま す。

29

２ ndス テッ プでは「 管理・ 更新一体マネジメ ント 方式等の導

入を検討」 と ある が、 ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ のレ ベル３ ． ５ を 視

野に入れている のか。 その場合、 性能発注は必須であり 、 ２

ndス テッ プの想定業務の対象外である 「 問題解決業務」 や

「 計画・ 管理業務」 は性能発注を 発揮し やすい項目である た

め、 対象業務に含めても ら いたい。

２ ndス テッ プでは、 ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ のレ ベル３ ． ５ である 「 管理・ 更新一体

マネジメ ント 方式」 を 視野に入れた公民連携の導入を 検討する 予定ですが、 内容

については、 １ stス テッ プの業務やご 意見等を 踏ま え、 今後検討してま いり たい

と 考えており ま す。

23

評価の主な視点（ 案） に「 デジタ ル技術などの活用によ る 業

務効率化につながる 提案」 と ある が、 対象業務である 「 統括

管理業務」 と 「 予防保全的維持管理（ 対象管路は対症療法的

維持管理も 含む） 」 の２ 項目に限定さ れている と 範囲が狭

く 、 提案が難し いと 考える 。 こ の提案は「 性能発注」 に近い

要素も 含んでおり 、 例えば「 問題解決業務」 が含ま れる と 検

討要素が拡大し 、 よ り 良い提案にも つながる と 考える ため、

対象業務と しての再検討をお願いし たい。 変更し ないのであ

れば、 その理由を 教えても ら いたい。

本業務は、 下水道管き ょ の老朽化に対応し 、 対症療法的維持管理から 予防保全的

維持管理への移行を 着実に進める こ と が主たる 目的である ため、 令和８ 年度から

の１ stス テッ プにおいては、 それら に関連する 業務を 対象と しており ま す。

なお業務の拡大につき ま しては、 ２ ndス テッ プ以降の公民連携導入に向けて、

別途検討してま いり たいと 考えており ま す。

22

評価の主な視点（ 案） に「 相模原市に対する 精通度や地域貢

献に関する 提案」 と ある が、 他の自治体の事例を 踏ま える

と 、 包括的民間委託の業務に限ら ず、 広範な分野も 包含し た

も のと 解釈でき る こ と から 、 下水道以外の分野を 通じ て相模

原市への精通度や地域貢献を向上さ せる こ と も 評価要素にな

る も のと 考えている 。 他分野での貢献に加え、 本委託の受託

によ る 相乗効果によ り 、 相模原市への精通度や地域貢献がよ

り 向上する こ と も 期待でき る が、 そう し た内容についても 評

価対象と なる のか。

ま た評価対象と なら ない場合、 明確な評価基準が必要である

と 思う ため、 具体的な評価基準を 教えても ら いたい。

ご 意見等を 踏ま え、 評価項目や評価基準を 検討してま いり ま す。


